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●
１
月
２
日
に
羽
田
空
港
で
発

生
し
た
、日
本
航
空
５
１
６
便
衝

突
炎
上
事
故
。乗
客
３
６
７
名

全
員
を
迅
速
か
つ
的
確
に
避
難

誘
導
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。安

全
レ
ベ
ル
の
よ
り
高
い
航
空
業
界

か
ら
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
た

め
、航
空
連
合
福
岡
の
ス
タ
ー
フ

ラ
イ
ヤ
ー
ユニ
オ
ン
と
、安
全
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

改
め
て
航
空
業
界
の
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
た
。

●
２
０
２
４
春
闘
で
は
、初
任
給

調
整
手
当
の
基
本
給
化
、作
業

責
任
者
手
当
の
大
幅
増
額
、車

両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手
当
の
新
設
な

ど
若
年
層
や
地
上
職
へ
の
待
遇

改
善
で
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。

改
め
て
感
謝
す
る
。

　

２
０
２
３
年
度
単
体
営
業
利

益
は
、１
，１
５
４
億
円
と
第
３
四

半
期
決
算
時
に
上
方
修
正
し
た

１
，０
６
５
億
円
を
さ
ら
に
89
億

円
上
振
れ
し
た
結
果
、株
主
配

当
は
当
初
予
想
62
・５
円
か
ら

22
円
ア
ッ
プ
の
84・５
円
に
増
配
。

株
主
と
同
等
の
還
元
を
組
合
員

に
も
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
。

　

ま
た
、２
０
２
０
年
度
、労
使

の
信
頼
の
証
で
も
あ
っ
た
年
間
臨

給
の
う
ち
冬
季
賞
与
２
・６
箇

月
か
ら
ｌ・５
箇
月
に
見
直
さ
れ

た
こ
と
を
我
々
は
忘
れ
て
い
な
い
。

　

経
営
が
回
復
基
調
に
あ
る
い

ま
、１
・
19
箇
月
分
は
ど
こ
か
で

必
ず
取
り
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
要
請
す
る
。

●
社
会
人
採
用
の
基
本
給
逆

転
現
象
に
つ
い
て
、２
０
２
３
年

７
月
よ
り
社
会
人
採
用
の
給
与

水
準
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を

行
っ
た
。人
材
確
保
の
観
点
か
ら

理
解
は
す
る
も
の
の
、入
社
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
基
本
給
の

逆
転
現
象
が
発
生
す
る
と
思
わ

れ
る
賃
金
制
度
に
な
っ
て
い
な
い

の
か
。本
部
に
て
検
証
を
行
い
、

必
要
な
議
論
を
要
請
す
る
。

●
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所

属
の
那
珂
川
市
議
会
議
員
の
羽

良
和
弘
氏
が
、４
期
目
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。博
総
支
部
を
中
心
に

福
岡
地
本
は
も
と
よ
り
Ｊ
Ｒ
西

日
本
連
合
福
岡
地
本
の
仲
間
と

も
協
力
し
、当
選
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
。

●
安
全
に
つい
て
、近
江
塩
津
駅

感
電
死
亡
労
災
、近
江
舞
子
駅

除
雪
作
業
員
触
車
死
亡
事
故
、

信
楽
高
原
鉄
道
列
車
衝
突
事
故

な
ど
、様
々
な
鉄
道
労
災
の
事
故

現
場
で
献
花
行
動
を
行
っ
て
き

た
。

●
昨
年
１
月
24
日
、大
雪
で
多

く
の
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
事
象
を
発
生
さ
せ
た
。

そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、京
都
駅
の

全
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
電
気
融
雪

器
が
設
置
さ
れ
た
。日
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
要
員
配
置
を
議
論
し
、

将
来
に
わ
た
り
末
永
く
京
都
駅

を
守
っ
て
い
く
。

●
ダ
イ
ヤ
関
係
で
は
、嵯
峨
野
線

の
混
雑
が
一
番
の
課
題
だ
が
、乗

務
員
の
目
線
で
は
、湖
西
線
で
の

１
１
３
系
の
運
用
が
終
了
し
、２

２
１
系
性
能
で
の
基
準
運
転
時

分
が
設
定
さ
れ
、運
転
士
か
ら
は

全
力
の
力
行
、全
力
の
ブ
レ
ー
キ

で
走
ら
せ
て
、定
時
で
走
れ
な
い
。

車
掌
か
ら
は
余
裕
を
持
っ
た
ド
ア

扱
い
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と

の
声
を
聞
い
て
い
る
。

●
統
括
駅
化
に
つ
い
て
は
、高
槻

統
括
駅
、京
都
統
括
駅
と
既
に

２
つ
の
統
括
駅
で
業
務
を
行
って

い
る
が
、今
の
所
大
き
な
問
題
は

発
生
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、大
津
駅
管
区
と
堅
田

駅
管
区
と
い
う
線
区
で
繋
が
ら

な
い
統
括
駅
の
構
想
を
会
社
が

描
い
て
お
り
、「
線
区
を
意
識
し

た
組
織
運
営
」と
は
離
れ
て
い
る

事
を
危
惧
す
る
。

●
こ
こ
数
年
、組
合
に
は
な
ん
と

か
加
入
し
て
も
ら
え
る
も
の
の
、

共
済
関
係
は
非
常
に
苦
戦
し
て

い
る
。

●
６
月
17
日
に
は
会
計
監
査
勉

強
会
を
地
本
主
催
で
開
催
。毎

年
こ
の
様
な
勉
強
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

●
７
月
７
日
投
開
票
の
京
都
市

中
京
区
の
補
欠
選
挙
で
は
、連
合

京
都
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
国
民
民

主
党
京
都
府
連
は
維
新
の
会
の

候
補
者
を
推
薦
し
た
。ま
だ
ま

だ
京
滋
エ
リ
ア
で
の
政
治
組
織
の

統
一
は
道
半
ば
で
、今
の
国
民
民

主
党
京
都
府
連
を
見
て
い
る
と
、

梶
原
京
都
府
議
が
昨
年
12
月
に

離
党
し
た
こ
と
に
よ
り
、自
身
の

意
見
が
言
い
や
す
く
な
り
、良
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

　

大
伴
長
岡
京
市
議
は
、議
会
の

中
で
公
共
交
通
に
つい
て
積
極
的

に
発
言
し
、立
候
補
表
明
が
あ
り

次
第
、地
本
と
し
て
当
該
の
京
都

支
部
と
と
も
に
対
応
し
て
い
く
。

●
福
知
山
線
列
車
事
故
の
ご
被

害
者
の
方
々
は
、当
社
の
不
安

全
事
象
に
よ
り
お
心
を
乱
し
続

け
て
い
る
。ご
被
害
者
対
応
本

部
社
員
に
よ
る
直
接
対
応
だ
け

で
は
、ご
被
害
者
の
方
々
に
心
穏

や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、社

員
一
人
ひ
と
り
の
引
き
続
き
の

安
全
に
対
し
考
え
行
動
す
る
こ

と
の
積
み
重
ね
が
不
可
欠
で
あ

る
。
　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
事
業
の
軸
は

鉄
道
事
業
で
あ
り
、「
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
分
野
」も「
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
分
野
」も
、変
わ
り

な
く
福
知
山
線
列
車
事
故
を

原
点
と
し
た
安
全
性
向
上
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
。

●
間
接
部
門
に
お
け
る
業
務
量

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
って
い
る
。

新
た
な
施
策
を
打
ち
、持
続
可

能
な
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
す
る
た
め
、

本
社
間
接
社
員
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
高
く
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
は
、本
社
社
員
の
な
す
べ
き

業
務
で
あ
る
。

　

し
か
し
、度
重
な
る
組
織
改

正
に
対
し
、以
前
の
業
務
を
捨

て
る
こ
と
な
く
、新
た
な
業
務

が
積
み
重
ね
ら
れ
る
。加
え
て

新
規・既
存
業
務
に
関
わ
ら
ず
、

十
分
な
人
的
リ
ソ
ー
ス
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、業
務

負
荷
に
追
わ
れ
、ス
ト
レ
ス
が
蓄

積
し
て
い
る
。

　

超
勤
時
間
も
増
加
し
、60
時

間
を
超
え
る
こ
と
が
日
常
と
な
っ

て
い
る
。

●
２
０
２
４
春
闘
で
は
、各
種
手

当
新
設
・
拡
充
に
よ
る
職
種
間

の
賃
金
・
手
当
の
不
均
衡
解
消

を
少
な
か
ら
ず
実
現
出
来
た
。

　

若
年
層
へ
の
賃
金
引
き
上
げ

に
よ
る
採
用
競
争
力
の
確
保
、

長
ら
く
要
求
し
続
け
、遂
に
実

現
に
至
っ
た
資
格
取
得
に
伴
う

補
助
や
所
有
者
への
手
当
な
ど
、

『
人
財
確
保・離
職
防
止
』に
寄

与
す
る
結
果
を
勝
ち
取
っ
て
い

た
だ
い
た
。感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

在
宅
勤
務
に
従
事
す
る
自
己

負
担
廃
止
、
間
接
社
員
へ
の
手

当
新
設
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
伴
う
組

合
員
の
エ
リ
ア
手
当
変
動
解
消

な
ど
は
実
現
さ
れ
る
の
か
。間

接
部
門
の
組
合
員
に
光
を
当

て
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
中
期
経
営
計
画
に
も
掲
げ
る

グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
に
関
連
し

て
、「
な
ぜ
大
阪
鉄
道
病
院
の
記

述
が
一
切
な
い
の
か
」。社
員
へ
の

福
利
厚
生
、大
企
業
で
あ
る
か

ら
こ
そ
の
企
業
立
病
院
。健
康

経
営
を
う
た
い
、他
に
は
な
い
企

業
立
病
院
を
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
。

●
昨
年
、２
名
の
仲
間
の
命
を
奪

う
死
亡
労
災
が
発
生
し
た
。こ
の

事
故
を
深
く
受
け
止
め
、「
安
全
お

守
り
手
帳
」を
活
用
し
た
職
場
点

検
を
進
め
、確
認
会
話
や
基
本

動
作
の
徹
底
、決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
の
遵
守
な
ど
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
」

を
浸
透
さ
せ
、改
め
て
安
全
確
立

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

和
歌
山
支
部
の「
安
全
お
守

り
手
帳
」の
取
り
組
み
の
活
用

事
例
を
基
に
、「
安
全
お
守
り
手

帳
」の
更
な
る
浸
透
と
活
用
の
懲

憑
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
多
く
の
方
が
犠
牲
に

な
っ
た
。

　

和
歌
山
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、

近
い
将
来
、南
海・東
南
海
地
震

が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。再
度
、地
震・津
波
へ
の
意
識

を
持
つ
よ
う
に
、全
分
会
と
意
見

交
換
し
、業
務
は
勿
論
の
こ
と
、

組
合
員
の
住
居
の
補
償
な
ど
の

確
認
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

●
今
春
闘
で
は
、特
に
離
職
が
目

立
つ
地
上
職
へ
光
が
あ
た
り
、和

歌
山
地
本
で
も
多
く
の
組
合
員

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
聞
い
た
。

　

し
か
し
、離
職
に
関
し
て
は
高

止
ま
り
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

本
年
６
月
に
異
動
を
理
由
と

し
た
退
職
者
が
発
生
。そ
の
主

た
る
原
因
は
現
場
長
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
不
足
で
あ
っ
た
。

　

大
現
場
化
が
進
む
中
、
現
場

長
が
業
務
の
み
な
ら
ず
社
員
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

現
場
長
の
人
財
に
対
し
て
の
考

え
方
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

●
昨
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
。和
歌
山
地

本
管
内
に
も
配
属
さ

れ
、過
去
に
経
験
し
た

ス
キ
ル
を
発
揮
し
、活

躍
し
て
い
る
。

　

カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
制

度
に
つ
い
て
、退
職
時

Ｃ
３
級
の
５
年
目
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、再
度
カ
ム
バッ
ク
採

用
で
雇
用
さ
れ
た
際
、

同
じ
Ｃ
３
級
の
１
年

目
か
ら
の
開
始
と
な

る
。
現
行
の
制
度
で
は

「
在
級
の
年
数
に
つ
い

て
は
、採
用
年
度
の
４

月
１
日
を
起
点
と
す

る
」と
な
っ
て
い
る
が
、

せ
め
て
同
じ
年
数
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
仕

組
み
と
な
る
よ
う
議

論
出
来
な
い
の
か
。

最優秀賞
 
優秀賞

佳　作

惜別の時
 
感 謝
 
組合仲間からの贈り物

高下 晋介
中バス地本/広島分会 
川上 哲朗
中バス地本/山口分会 
黒島眞太郎
広島地本/広島病院支部 

 

第25回文化・文芸作品コンクール

賞 作品名作者名・地本/所属

作品名作者名賞 地本・所属

賞 作者名・地本/所属

【プラカード】 応募数 : 2点

最優秀賞 感謝！ 感激！ 解散！
鶴橋運輸分会

山瀬 健嗣

【ショートムービー】

◆その他作品部門

応募総数 : 24点◆写真部門

応募総数 : 188点◆川柳・標語部門

魅せまSHOW  家事と労組の  二刀流
最優秀賞 

作品

春闘に  浮かぶ笑顔は  世代越え
優秀賞

作品

風巻　肇（大阪地本・京橋車掌区分会） 

堀　尚樹（金沢地本・IRいしかわ出向者分会） 

優秀賞

作品

山本　勉（金沢地本・支社運輸分会） 

作品

コロナ禍で  気付けたことは  たすけあい　
優秀賞

作品

松本 成生（大阪地本） 

最優秀賞

優秀賞

「これ、毒です」
  

仲間と共に笑顔で
過ごせる未来をつくろう

金沢地本・
北陸広域鉄道部糸魚川分会
福知山地本・福知山車掌区分会

大阪地本・京橋運輸分会 

中村 将徳

黒坂 佳宏

事故知らず  仲間と共に  ABC

※【佳作】 小西 正祥　  （京都地本）・作品／ベアを受け　妻にもベアの　申し入れ
猪狩 孔隆　  （大阪地本）・作品／レク再開　組織に戻る　笑顔の輪
山口 康浩　  （大阪地本）・作品／父育休　とるだけなら　No thank you
友田 康広　  （神戸地本）・作品／団結は　心の絆　西労組
佐々木健太郎（米子地本）・作品／身に沁みる　会って話せる　ありがたみ

統
括
駅
化
は
線
区
を
意
識
で
き
て
い
る
の
か

京
都
地
方
本
部
　
北
村
代
議
員

航
空
連
合
福
岡
の

ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ユ
ニ
オ
ン
と
意
見
交
換

福
岡
地
方
本
部
　
渡
邊
代
議
員

企
業
立
病
院
と
し
て
の

大
阪
鉄
道
病
院
の
位
置
づ
け
は
？

本
社
総
支
部
　
小
林
代
議
員

大
現
場
化
で
、現
場
長
は
｠

　
　
社
員
管
理
を
行
え
る
の
か
？

和
歌
山
地
方
本
部
　
藤
々
木
代
議
員


